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「昇降口」の桜 

Ｇ Ｉ 



 

 

 

校門の桜が満開の装いで新入生を歓迎してい

ました。今年度は通常の学級に９５名の１年生

を迎え、全校生徒３０６名、各学年３学級の９

学級、通級指導学級３学級でのスタートとなり

ました。 

今年度は創立から７０年目、東田中学校にと

っても大きな節目となる１年間です。そのこと

をふまえ、生徒の皆さんには、今年度は「時を

刻む」１年間であってほしいと思います。時間

というものは、何もしなくても流れていってし

まいます。時には、その流れに身を任せること

が必要な時もあるかとは思いますが、心身とも

に成長の過程である中学生の皆さんには、意志

をもって時間の流れの中でいろいろなことに取

り組んでいってほしいと思います。一時一時を

大切にする。時に流されるのではなく、時の流

れを受け入れてその中にいる自分の行動をコン

トロールしていかなければなりません。つまり、

今、何に取り組むべきであるかを考えて生活し

ていくということです。そのことの積み重ねが

「時を刻む」ということにつながっていくので

はないでしょうか。義務教育の９年間を終えて、

中学校を卒業していく時に、「私はこのことを努

力した」「私はこの部分が成長した」と実感でき

る中学校生活を過ごすことが大切です。さらに

社会人となった時に、自分にとっての中学校時

代の意義を見いだせるように、今この時をしっ

かりと過ごしてほしいと思います。卒業生や保

護者の方々と話をした時に「中学校の３年間は

あっという間でした」という言葉をよく聞きま 

す。それは充実の証であるとともに、一時一時

の大切さをその時その時に実感して取り組む、

「時を刻む」ということの重要性の現れでもあ 

ります。また、時を刻む中で将来社会人として

必要となる力、学校の教育目標である「自立力・ 

 

 

 

社会力」を身に付けられるように取り組んでい

ってください。 

生徒の主体的な成長をサポートする立場であ

る私たち大人には、生徒一人一人が安心して時

を刻んでいける教育環境を創っていく責任があ

ります。しかし、時に、その環境を壊すような

事態の起こることがあります。学校での良好な

環境を壊す要因となり得るものの一つに、生徒

の人間関係における「いじめ」があります。正

しい人間関係を構築していく力は、社会人にな

った時に必要となるとても重要なものです。自

分の周りの人の時の刻みを奪ってしまうことは、

決してあってはいけません。生徒一人一人が安

心してそれぞれの時を刻み、その集合体として、

東田中学校の時が刻まれていく。そのことを根

底に置いて、平成２９年度の学校運営を考えて

いきたいと思っています。また、各御家庭にお

いても、年度の始まりとなるこの時期に、お子

様との関わり方についてもう一度考え、家庭で

の時の刻み方についてお子様と話し合っていた

だきたいと思います。 

 創立から７０年を迎える今年度、１０月から

本校は「地域運営学校(コミュニティースクール)

として新たなスタートをきることとなります。

皆様方の御意見をさらに取り入れた学校運営を、

地域と共に推進してまいりますので、保護者、

地域の皆様には、本校の教育活動に対するより

一層の御理解と御協力をお願いいたします。 

  「時」を刻む１年間に       校長 小松﨑 

浩 

正門の春の装い 



１A １B １C 小計 ２A ２B ２C 小計 ３A ３B ３C 小計 総計

男子 17 17 18 52 20 22 21 63 22 22 22 66 181

女子 14 15 14 43 15 13 16 44 13 13 12 38 125

計 31 32 32 95 35 35 37 107 35 35 34 104 306

お世話になりました 

退職・任期終了等職員 

主任教諭  田中 充   理科  定年退職再任用 

非常勤講師 久保田 裕介 社会  任期終了 

非常勤講師 利穂 美英子 数学  任期終了 

非常勤講師 林 泰弘 理科  任期終了 

非常勤講師 熊谷 美佳  保体  任期終了 

非常勤講師 髙屋 美登里 家庭  任期終了 

学校司書  筒井 彩 図書  任期終了 

再任用 榮 由美子  用務  退職 

再任用 佐藤 眞理子 用務  退職 

転出職員  

主任教諭  鈴木 ひとみ 美術 

主任養護教諭 久米 裕子 保健

教 諭 清水 隆光  社会

教 諭 新田 亮 保体

教 諭 百瀬 恵子  通級

非常勤教員 藤森 真保子 英語  

嘱託員 伊藤 恵   事務  

 

よろしくお願いします  

主任養護教諭 細川 聖子 保健

教 諭    村岡 美子 社会

教 諭    下島 陸矢 保体 

教 諭    千葉 なつみ通級

非常勤教員  吉成 幹雄 美術 

非常勤教員  伴 知明  保体 

補助教員 森本 栄子 英語 

学校司書 中野 怜奈 図書 

非常勤講師 久保 恭史 数学 

非常勤講師 冨永 友起子家庭 

嘱託員 冨平 光代 事務

嘱託員 加藤 智子 事務

主 任 藤田 直喜 用務

再任用 吉岡 和代 用務

  

平成 2９年度 教職員一覧 

教職員の異動等 (敬称略) 

在籍生徒数 平成 29年 4月 7日現在 

職　名 氏　名

1 校　　長 小松﨑　浩 経営

2 副校長 安島　晋 経営

3 主幹教諭  堤   智一 技術 2A担任

4 主幹教諭 三田　秀雄 理科 1年副担

5 主幹教諭 本田　雅子 国語 2C担任

6 主任教諭 黒木　英寿 社会 3C担任

7 主任教諭 丸田　侑介 数学 ３A担任

8 主任教諭 小池　林太郎 数学 1A担任

9 主任教諭 宮本　裕 数学 2B担任

10 主任教諭 田中　 充 理科 3年副担

11 主任教諭 大羽　美由紀 英語 1C担任

12 主任養護教諭 細川　聖子 養護 1年副担

19 主任教諭 磯部　進一 保体 通級主任

20 主任教諭 土屋　充子 音楽 通級

21 教　　諭 渡邊　訓子 国語 １B担任

13 教　　諭 村岡　美子 社会 2年副担

14 教　　諭 小澤　瑞穂 音楽 1年副担

15 教　　諭 杉政　華子 音楽 育休中

16 教　　諭 大西　法子 保体 ３B担任

17 教　　諭 下島　陸矢 保体 2年副担

18 教　　諭 梅木　千紘 英語 3年副担

22 教　　諭 坪井　康行 理科 通級

23 教　　諭 千葉　なつみ 音楽 通級

24 非常勤教員 吉成　幹雄 美術 3年副担

25 非常勤教員 伴　知明 保体 2年副担

26 時間講師 久保　恭史 数学

27 時間講師 冨永　友起子 家庭

28 時間講師 スミス　志延 通級

29 時間講師 横森　真里 通級

30 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 青島　由美 教育相談

31 学校司書 中野　怜奈 図書

32 補助教員 森本　栄子 英語

33 都主査 谷野　清隆 事務

34 都栄養士 小野　ひろみ 栄養士

35 区嘱託員 冨平　光代 事務

36 区嘱託員 加藤　智子 事務

37 技能主任 野牧　聖史 用務

38 技能主任 藤田　直喜 用務

39 技能主任 吉岡　和代 用務

教科等

平成 29年度 教職員一覧



 
 

 
 

誓
い
の
言
葉 

 善
福
寺
川
沿
い
に
咲
く
満
開
の
桜
は
、
私
た
ち
の
入
学
を
祝
っ
て
く
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。 

 

今
日
、
私
た
ち
九
十
五
名
は
、
東
田
中
学
校
の
生
徒
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。 

 

私
が
中
学
校
生
活
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ス
ク

ー
ル
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
は
、
新
し
い
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
思
う
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス

や
学
年
の
み
ん
な
と
仲
良
く
し
た
い
で
す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
団
結
し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
行
事
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
こ
と
で
よ
り
絆
を
深
め

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
不
安
な
こ
と
は
、
勉
強
で
す
。
科
目
が
増
え
、
一
つ
一
つ
の

教
科
が
難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

先
生
に
質
問
し
て
い
き
た
い
で
す
。
定
期
考
査
は
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
不
安

で
す
が
、
一
方
で
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
し
っ
か

り
努
力
し
て
、
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。 

私
が
中
学
生
に
な
っ
て
、
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
自
己
管
理
で
す
。
中
学
生

に
な
る
と
部
活
が
始
ま
り
、
今
よ
り
忙
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

し
っ
か
り
体
調
管
理
し
な
が
ら
時
間
を
上
手
に
使
い
た
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
こ
の
東
田
中
学
校
で
学
ぶ
三
年
間
、
私
た
ち
新
入
生
は
共
に
助
け

合
い
、
成
長
で
き
る
関
係
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
切
な
思
い
出
を
た

く
さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。 

い
つ
も
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
、
東

田
中
学
校
の
先
生
方
、
先
輩
方
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
九
年
年
四
月
七
日 

新
入
生
代
表 

和
田 

紗
奈 

 

 
 

歓
迎
の
言
葉 

 

善
福
寺
川
の
桜
の
花
が
空
に
映
え
、
ま
る
で
皆
さ
ん
を
祝
福
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
入

生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
、
皆
さ
ん
が
東
田
中
学
校
に
入
学
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
在
校
生
一
同
、
心
よ
り

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
は
じ
め
て
東
田
中
の
標
準
服
に
袖
を
と
お
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
中
学
生
に
な
る
こ
と
へ
の
楽
し
み
や
期
待
、
緊
張
や

不
安
な
ど
、
様
々
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
六
年

間
の
小
学
校
生
活
を
終
え
、
今
日
か
ら
三
年
間
中
学
生
と
し
て
生
活
を
し
て
い
き
ま
す
。
最

初
は
、
慣
れ
な
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は､

私
た
ち
上
級
生
や
先
生
方
に
い
つ
で
も
気
軽
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
喜
ん
で
皆

さ
ん
に
精
一
杯
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
今
、
周
り
に

い
る
同
級
生
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
る
か
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
、

入
学
し
た
当
初
は
、
不
安
で
胸
が
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
運
動
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
の
学
校
行
事
を
通
し
て
、
友
達
と
と
て
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
と
っ
て
友
達

は
、
一
番
の
宝
物
で
す
か
ら
、
三
年
間
で
育
ん
だ
友
情
や
絆
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
東
田
中
学
校
は
、
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
で
き
る
学
校
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
時
で
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
良
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
し
、
相
手
も
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
同
級
生
同
士
と
だ
け
で
な
く
、
上
級
生
と
下
級
生
の
心
の

輪
ま
で
も
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
魔
法
の
言
葉
な
の
で
す
。 

も
う
一
つ
、
東
田
中
学
校
は
他
校
と
比
べ
て
緑
が
多
い
所
で
す
。
特
に
中
庭
は
、
木
々
に

囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、
友
達
と
話
を
し
た
り
す
る
の
に
と
て

も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
が
中
学
校
生
活
に
少
し
で
も
早
く
慣
れ
て
、
充
実
し
た
中
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
新
し
い
東
田
中
学
校
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

最
後
に
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
東
田
中
生
と
し
て
多
く
の
場
面
で
活
躍
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
期
待
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
平
成
二
十
九
年
四
月
七
日 

在
校
生
代
表 

藤
﨑 

蘭 

 

入学式 誓いの言葉・歓迎の言葉 


